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研究課題名：頭頚部悪性腫瘍に罹患し手術を受けた患者の心理社会的調査に関する研

究に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

2007年8月31日～2027年6月18日に当院で頭頚部癌の手術を受ける方 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

耳鼻科や口腔外科で診療しております頭頚部癌は、手術の後に、顔の変化や声を出す

機能、あるいはものを飲み込む機能などに障害が残る場合があります。そのため、他の

場所に起こる癌と比較して、患者様の日常生活への影響が起こり、心理社会的なサポー

トを必要とする場合が多いとされています。時には、不安や気分の落ち込みによって、

精神科的な治療やアドバイスが必要になることもあります。 

 しかし、これまでのところ、頭頚部癌をお持ちの患者様において、感じておられるス

トレスに対する反応の強さ、ストレスに対する気持ちや行動の変化、周囲からのサポー

トの程度といった要因が、その患者様の身体面や心理面の経過におよぼす影響に関して、

明らかになっておりません。その結果、どのような患者様にどのような治療やアドバイ

スを行うことが適切か、はっきりしていないのが現状です。 

 そこで、患者様の外見的な傷の程度、ストレスに対する反応の強さ、ストレスに対す

る気持ちや行動の変化、周囲からのサポートの程度を、手術前後のアンケート等から確

認させていただき、身体面や心理面の経過との関係を調査することを考えております。 

研究期間は2007年8月31日（実施承認日）から2027年6月18日までです。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

質問紙： 

impact to event scale revised (IES-R)［癌告知・手術に対するストレス反応を評価

する］ 

hospital anxiety and depression scale (HADS)［不安と抑うつの程度を自己記入式質

問紙で評価する］ 

Short Form 8(SF-８)［Quality of Lifeを自己記入式質問紙で評価する］等 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲

内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
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名古屋市昭和区鶴舞町65名古屋大学医学部附属病院  

精神科・木村 宏之 TEL 052-744-2282 

 

研究責任者： 

名古屋大学大学院医学系研究科 総合医学専攻脳神経病態制御学 教授 池田匡志 


